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青年期における「ひとりでいられる能力」について（2）  

－KJ法による自由記述の分析を通して－  
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On“the capaclty tO be alone”in adolescence：Second report・－Analyse of丘ee discriptlOnS  
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Winnicott（1958）proposed the concept of“capacity to be alone”based on observations of  

children・This study examines the phenomenon of“beingalone”in adolescence・Fi氏y－four college  

students were askedto describe‘freedom’in dai1ylife uslngthe職enty－Sentence－Tbst．Intheway；  

406free descriptions were obtained and analyzed by the KJmethod・In scoringthe descriptions，  

two dimensions wereidentified．The丘rst relates to whether others are actually present，While the  

second relates to whether the motivation for an individual’s behaviorisinternal．This study  

suggests that‘beingalone，inadolescencemaybeunderstoodas selfdriven，Selトmotivatedbehavion  

without concernfor the evaluation andintention of others．  

Key words：the capacity tobe alone，adolescence，Winnicott，町method  

依存性に関する尺度とあわせて大学生に実施した  

（松尾・小川，2000）ところ，Capacityto Be Alone  
Scaleは，アメリカで行われた調査の結果とは異な  

り，3つの因子が抽出された．まず一人でいること  
についてポジティブな態度を持つ“一人快適因子”  

と，たくさんのストレスを抱えている時には，誰か  
にそばにいて欲しいといった“他者希求国子”が抽  

出された．これらの2因子は，依存欲求および依存  

の拒否と相関関係にあった．依存欲求との相関は，  

他者に依存的であるほど，物理的な他者の存在を求  
め，一人でいることを楽しいとは思わないという結  

果であり，直感的に理解されうる結果と言える．依  

存の拒否との相関は，他者に依存することを良しと  
しない考えを持つ個人は，一人でいることを快適で  

あると感じることを示していた．つまり，人に頼ら  
ない，人に世話になるのは恥ずかしいことだという  

考えを持っている個人は，困ったことがある時でも   

はじめに  

Winnicott（1958）は，幼児の観察を通して「ひとり  

でいられる能力ーCaPaCitytobealone－」を見いだ  

した．ここでいう「ひとりでいる－tO bealone－」  

とは，単に現実に一人でいることを指すわけではな  

く，誰かと一緒にいてひとりであるという，複雑な  

心理的現象を指す．   

Larson＆Lee（1996）は，物理的に一人でいるこ  

とに村する態度を，感情的次元と認知的次元に分け  

てとらえようと試み，アメリカの大学生を対象に尺  
度の作成を試みた．その結果，一人でいることに  

よってストレスに対処するという“solitarycoping”  

と，一人でいるときに情緒的な快適さを感じるとい  

う“solitaryCOmfort”という2つの下位尺度から構  

成される尺度が作成された．   

LarsonらのCapacitytoBeAloneScaleを邦訳し，  
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は，自分が心の底では他人をそれほど尊重しておら  

ず，むしろ他人のことを偽善的な人間であると考え  

がちであることにはまったく気づかないと言う．彼  

らは，他者の心を動かすために無力さを利用し，  

「私は弱くて無力な人間なのだから，あなたは私を  

愛し，保護し，許さなければならない．私を見捨て  

てはならない」という態度を持っているという．   

ここで，先に述べたCapacity to Be Alone Scale  

の3因子と依存性に関する尺度との相関の結果につ  

いて，もう一一度考えてみたい．“椚一人快適国子”と  

“他者希求因子”の得点と，依存欲求および成熟し  

た依存性得点との相関を比べると，それらは同じ方  

向を示している．すなわち，自分には助けてくれる  

人がおり，心の支えとなる佃者を有してはいるが，  

そういった内的な対象のみに頼ることが心許なく，  

依存できる物理的な他者を求める欲求が強くなって  

いると考えられるのである．   

それに対して“一人回避国子”でほそれら2変数と  

の相関の方向が逆であった（依存欲求得点とγ＝．18，  

成熟した依存性得点とγ＝．－17であり，先に述べたよ  

うに相関係数の値は小さいものではある）．これらの  

態度を持つ人々は，物理的な他者に依存していなが  

らも，他者が自分を見捨てないとは思っておらず，  

人と支え合って生きていくものだと考えていないの  

である．そして，そう考えていないにも関わらず，  

「誰かと一緒でなくては楽しむことができず」，「な  

んとかして一人にならないようにしている」のであ  

る．ホーナイも「人々の方に動く」神経症的なタイ  

プを，屈従的とか依存的であるといった1つの言葉  

で表すには不十分であると述べている．追従型の人  

間が他人に従属するのは，自分が親切で人の良いこ  

とを示すためであるが，同時に佃人を搾取したいと  

いう彼ないし彼女自身の願望から日を背けるためで  

もあるとしている．   

さて，Winnicottのいう「ひとりでいる－tO be  

alone－」とはどのような状態を指すのだろうか．   

それが物理的に一人であることを指すのではない  

ことは，繰り返し指摘していることである．Winni－  

cott自身逆説的であると述べつつ，「幼児が母親と  

一緒にいて一人である－tO be alonein丘・Ont Of  

mother－」体験がこの能力の確立に寄与するとして  

いる．「両者ともひとりでいるのだろうけれども，  

お互いにそこにいることが両者にとっては重要であ  

る」と述べている．子どもと母親という二人の人間  

が存在していて，ひとり－alone－であるというこ  

とは，客観的にはおかしい．   

しかし，幼児が見知らぬ場所で一人にされたらど  

うなるであろうか．Ainsworthの開発したStrange   

身近に他者の存在を求めたりせず，また¶一人の時を  

快適であると評定していた．これは，自己報告式の  

質問鰍去という研究手法の限界を示すものとも考え  

られる．いずれにしても，この2つの田子にみられ  

る一人でいることに対する態度は，個人の持つ依存  

性によって説明することが可能であった．   

しかし，興味深いのはもう1つの因子である，  

「だれかと一緒でないと楽しむことができない」「な  

んとかして一人にならないようにしている」ト・人  

の時には何もすることが見つからない」という項目  

から構成される“一人回避国子”であった．この国  

子は，依存性とは相関は認められず，依存性に関す  

る先行研究で広く認められている性別による得点差  

も認められなかった．   

ところで，カレン・ホーナイ（1945）は，基底欠損  

による基本的不安から生じる神経症傾向を持つ個人  

の人間関係の障害を，人に対する態度から以下の三  

つの型に大別している．それらは，「人々の方に動  

く」「人々に対して動く」「人々から経れる」である  

（p．24）．   

彼女は，「人々の方に動く－mOVetOWardpeople－」  

を，追従型の人間とも言い換え，基本的不安の中の無  

力感が特に強調されるタイプとして，以下のように  

記述している．このタイプの人間に必要なのは，  

「他人から好かれ，求められ，望まれ，愛されるこ  

とであり，他人に受け容れられ，歓迎され，承認さ  

れ，感謝されていると感じることであり，他人，特  

にある特定の個人にとって，必要かつ重要な存在と  

なることであり，他人から接助や保護や世話や指導  

を受けることである（p．32）」．そのため，周囲の人  

と気が合い，趣味や関心を同じくしていることを過  

大評価しがちであり，「何かに屈していたい」とい  

う欲求が中心である．彼女は，これを愛情や承認へ  

の純粋な欲求ではなく，安全感を求める欲求である  

としている．   

この欲求があるために，追従型の個人は佃人の期  

待や，個人が他人の期待だと思いこんでいるものに  

応じようとして，自分の本当の感情が何であるのか  

がわかならなくなる．そして彼あるいは彼女は，自  

己犠牲的な，他人への注文の少ない，「利他的」な  

人間になるのである．こうした態度のために，生活  

が佃者志向的になり，自分のために何かをしたり，  

独りで楽しんだりすることもなくなり，ついにはあ  

らゆる経験が誰か他者と→緒でなければつまらない  

ものになってしまう．これらの記述は，松尾・小川  

（2000）で得られた“一人回避因子”の項目内容を網  

羅するものであろう．   

さらに，ホーナイが述べるには，追従型の人間  
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外からの制約だけではなく，自らが自分に与えてい  

る制約もあるのではないだろうか．   

自分が「好きだから」「したいから」「楽しいから」  

ということで何かをする時，そこに他者が存在する  

ことはない．それに対して，「しなくてはならない」  

「せずにはいられない」「そうすべきだ」と自らが感  

じ何かを行う時，個人は他者を意識し，個人の中に  

物理的あるいは心理的に他者が存在するといえるだ  

ろう．これを土居（1958）は「とらわれ」と呼び，「と  

らわれ」た対人心性を相手の言動に自分の感情が敏  

感になり，自分の感情が相手に左右されている状態  

であると説明している．このことは，先に挙げた  

ホーナイの「人々の方に動く」追従型の人間にも通  

ずるところがあろう．   

以上より，青年において「ひとりでいる－tObe  

alone－」状態とは，個人が，他者からの評価，他  

者の自分に対する期待，他者の意向といった，物理  

的あるいは心理的な他者の存在を意識していない状  

態，すなわち他者への「とらわれ」から解放された  

（自由である）状態と定義できるのではないだろう  

か．   

本研究では，このような定義によって青年が「ひ  

とりでいる」こと，ひいては「ひとりでいられる能  

力」を捉えられることができるのではないかと考え  

を，質問紙調査によって検討した．  

方  法   

1）調査対象   

大学生別名（男性18名・女性36名，平均年齢20．8歳）  

2）調査手続き   

講義時間内に一斉調査で行った．  

3ト調査内容   

20答法形式で日常生活において感じる自由さにつ  

いての記述を得た．対象者には「私が『自分は自由  

だ』と感じるのは、」という昏き出しで始まる文章  

をできるだけ多く完成するよう求めた．  

結  果  

406個の自由記述が得られ，対象者一人平均7．5  

個の自由記述を行っていた．それらの自由記述をひ  

とつずつカードにし，呵法（川喜多，1967）によっ  

て分析した．なお，内容があいまいなものや意味不  

明なため有効回答にならなかった記述（23件）を除外  

した．   

それらのグループを類似度に合わせて布置すると  

き，二つの軸が見いだされた．一つ目の軸は，個人   

Situation Fbradigmを例にとって考えてみよう．こ  

れは，ディストレスな事態におかれた乳児が，母親  

の周囲でその行動をどのように組織化するかを観察  

し，アタッチメント機能の個人差を測定するもので  

ある（大薮，1994）．子どもはなじみのない実験室で  

母親や見知らぬ女性と過ごす．安定した愛着を形成  

している子どもは，そのような見知らぬ場面であっ  

ても母親と一緒ならば母親を安全基地として探索行  

動を始め，おもちゃで遊ぶことができる．それに対  

し，母親との愛着が不安定な子どもは，母親のそば  

を離れることができないとされる．   

子どもが母親のそばを離れ，遊びに興じている様  

子を客観的にみるならば，子どもは一人で自分の世  

界の中で遊んでいるようにみえるだろう．しかし，  

母親を捜し求めたり，悲しがったりせず，子どもが  

ひとり－alone一になるには母親の存在が不可欠なの  

である．それを裏づけるように，Strange Situation  

Paradigmでは，安定した愛着を形成した幼児でさ  

え，母親との分離時には探索行動が減少することが  

認められている．   

さらにWinnicottは，「対象としての母親」ではな  

く，「環境としての母親」を重視している．彼が，  

母親の代理者として，乳児ベット・乳母車・身のま  

わりの全般的な雰囲気をあげているのは，これらが  

子どもにとってなじみ深い，母親と一緒にいると思  

える空間であるからこそであろう．子どもは母親を  

感じられる環境においてのみ，「ひとり－alone－で  

いられる」のである．   

ここで，aloneという言葉について考えてみたい．  

aloneとは，「他者と一緒にいないこと．他者との交  

流がないこと」，また「人や物が単独であることで，  

必ずしも寂しいとは限らない」とある．似たような  

言葉であるlonelyやlonliness，SOlitaryやsolitudeは，  

一人でいることは変わらないが，それらには孤独で  

あることからの悲しみや寂しさを伴う．   

これらのことから，tO bealoneとは，物理的な  

他者の存在の有無に関わらず，個人が他者が存在し  

ていることを意識することなく，単独で存在できる  

状態と考えられるのではないだろうか．子どもにお  

いてそのような状態は，母親と一緒にいるという安  

心感から作り出される状態であるならば，青年にお  

いてto bealoneな状態とはどのようなものなので  

あろうか．   

青年になると，個人は様々な役割を持ち，そこか  

ら義務や制約が生じる．社会的な生き物である人間  

が社会で生きていくには，それらから逃れ，単独で  

－alone一存在することは困難である．しかし，そ  

れはいわば外からの制約である．私たちを縛るのは  
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存在し，他者から課された課題から解放された時  

に，自由さを感じるのであろう．   

この群の回答は，青年が自由を阻む対象として，  

明らかに他者が存在しており，他者から課されたこ  

と，他者に指示ざれたことを自分の行動の動機にし  

ていることを共通点としてあげられる．  

2）第二象限に布置された記述   

この群の記述は，個人のそばに物理的な他者の存  

在はあるが，その行動の動機づけが内在しているも  

のである．ここに分類された記述は41件と最も少な  

かった．  

「友達と遊んでいる時」「友達と仕事をしていると  

き」と友人と一緒にいる時に自由さを感じていると  

いう回答が9件みられた．友人についてはより詳細  

に，「気が置けない友人と一緒にいる」と言及して  

いるものも見られた．また，友人に代わって「家族  

といる時」という回答も，2件あった．   

誰かと一緒にいても，その他者が自分を評価した  

り批判したりする他者ではないとき，人は自由であ  

ると感じることができるのであろう．   

それが，より端的にあらわされた記述として，  

「自分の行動を人が認めてくれる」「ありのままの自  

分を認めてもらえる」といった記述が見られた（9  

件）．それに加えて，「自己主張ができたとき」と  

いったように，他者に対して自分をあらわすことが  

できた状況が挙げられた（7件）．自分の意見を他者  

に対して表明できたとき，また自分の選択や行動を  

他者に認めてもらえたときに，個人は自分らしく振  

る舞うことできたと感じ，それが個人に自由さを喚  

起するということが見いだされた．   

この象限には，「人ごみにいる時である」「誰も知  

らないところにいるとき」「外国に一人旅をしてい  

るとき」といったように，自分の存在を気にとめな  

い人々の中にいる状況についての記述も分類された  

（14件）．前述の友人・家族と一緒にいるときといっ  

た記述との共通点は，個人を評価しない他者がそば  

に存在しているという点であり，それは裏返せば，  

個人が他者として意識しなくてもよい他者であると  

いえよう．  

3）第三象限に布置された記述   

この象限の記述は，物理的な他者の存在はなく，  

行動の規範が内在しているものである．ここに分類  

された記述は165件と最も多かった．   

この群は，「自分のしたいことをしているとき」  

「好きなことにうちこんでいる時」「自由に時間が使  

えるとき」といった記述に代表される（76件）．自分  

のしたいことを行える自由というのは，直感的にわ  

かりやすいものである．前述の第一象限では，テス   

のそばに物理的な他者の存在が有るか無いかという  

軸である．そしてもう一つの軸は，自分の行動の動  

機づけが自分に内在するものか外在するものかの軸  

である．その二軸によって分けられた4つの象限に  

個々の記述を布置することが可能であった（Fig．1）．  

物理的な他者が存在している  

動
機
づ
け
が
外
在
 
 

動
機
づ
け
が
内
在
 
 

物理的な他者が存在していない  

Fig．1自由記述の布置  

注）その他および分類から除外したもの  
があるため，表中のパーセンテージ  

の総和は100％にはならない．  

以下に，4つの象限それぞれについて，その具体  

的な例を挙げながら考察していく．  

1）第一象限に布置された記述   

この象限は，個人のそばに物理的な他者が存在  

し，その他者が彼あるいは彼女の行動の動機づけに  

なっている記述の群である．この象限には78件の記  

述が分類された．   

まずは，物理的な他者を親や家族とした記述がみ  

られた．「厳しい友達の親と自分の親を比べた時」  

「一人ぐらしをしていない友達と話した時」といっ  

たように，親からの干渉・口出しがないことあるい  

は少ないことから自由を感じるといった記述が多く  

挙げられた（26件）．また，具体的な他者を特定せず  

に，「誰からも指図されないとき」「髪・服装の拘束  

がないこと」といったような自分の行動を制限する  

ものがないことからくる自由さについての回答も見  

られた（4件）．   

次に，日常生活の中で自由さを感じる状況とし  

て，「レポートを提出した時」「テストが終わったと  

き」「一日の講義が終わったとき」というものが多く  

見られた（38件）．今回の対象者が大学生であったた  

め，前項でも述べた個人が持つ様々な役割から生じ  

た義務とは，学業であろう．しかし，それらを行う  

個人の動機には，レポートやテストを課した他者が  
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トや講義を「外からの制約」とみなして，自由を束  

縛するものと感じている記述がみられたが，ここの  

群には，大学での勉強について「好きな講義がとれ  

る」「（強制ではなく）自分の好きな学問ができる」と  

いったように書かれた記述がみられた．客観的に  

は，大学で講義を受けているといった同じ行動で  

あっても，個人がその行動の動機を内におくこと  

で，その状況を自由であると捉えることができるこ  

とが示された．   

次に，「自分で物事を決める時」「将来のことを考  

えるとき」といった，自分で判断し，決めることが  

できる自由についての回答も見られた（25件）．これ  

には，「仕事を任された時」「家計簿をつけるとき」  

といった，責任を伴うことについての言及もなされ  

ているものもあった．   

また，第二象限に見られた，他者に自分が認めて  

もらえるという状況での自由に対して，ここでは，  

「自分で自分を認められる時」といった記述がみら  

れた（5件）．これは，個人の行動の動機が，したい  

ことや好きなこと等，その個人の内に存在している  

のと同様に，自分について評価する基準を自分の内  

に有していると言えよう．   

また，「大自然にふれているとき」（9件），「想像／  

思い出にふける時」（4件）や，冒自勺や「計画のない」  

ことを「のんびり」としているとき（46件）といった記  

述もここに含まれよう．   

この群に分類された自由記述の特徴は，記述の中  

に「他者」に関する部分が見られないことである．  

自分が「自由」かどうかの判断において，他者の存  

在が物理的にも心理的にも関与しない場合があるこ  

とが示された．  

4）第四象限に布置された記述   

この群の記述は，個人のそばに物理的な他者は存  

在しないにも関わらず，行動の動機が外在している  

ものである．ここに分類された記述は67件であっ  

た．   

まず，「人目を気にせず歌っている時」「常識を  

破ったとき」といったように，それを端的に示す記  

述がみられた（5件）．加えて，「不規則な生活をし  

てもとがめられない」「昼まで寝ていても何もいわ  

れない」といったように，望ましくないことを自ら  

すすんで行っているからではなく，そのようなこと  

をしても誰からもとがめられないことが自由である  

と述べた記述が認められた（21件）．自由さの判断の  

基準が自分のしたいことができるといった第三象限  

に分類されたものとは異なり，他者から否定的な評  

価されないこと，他者から受ける評価を気にとめな  

いことによって，しばられない自由さを感じている   

と思われる．行動あるいは判断の基準が個人の内に  

あるとは言えず，他者の基準に依拠していると言え  

るのではないだろうか．   

次に，第三象限で多く見られた「好きなことをし  

ている時」という状況に非常によく似ているが，  

「好きなことを気兼ねなくしているとき」といった  

ように，記述の中に「他者」が垣間見られるものが  

この群に含まれた（2件）．これと同様に，「突然，  

予定が入っても困らないとき」といった記述（1件）  

も，第三象限の「自由に時間が使える」と似ている  

が，突然，個人の時間に入り込んでくる他者を意識  

しての記述であると思われる．   

さらに，「ケイタイ（携帯電話）を持っていないと  

き」という記述（1件）は，物理的には存在しない他  

者を意識させられる道具としての携帯電話の特性を  

言い得ており，それを持つ限り他者から自由になれ  

ない個人の心情を述べていると思われる．   

この群に分壊した記述のもう1つのグループは，  

「（物理的に）一人でいるとき」（30件），「自分の部屋  

にいるとき」（7件）といったものである．これらは，  

裏返せば，物理的な他者が存在すると自由になれな  

いことを示していると思われる．   

この群は，社会的望ましさや世間体といった目に  

は見えない他者，気がねをする存在としての他者，  

そして，携帯電話を持つことによって意識させられ  

る実際にはそばにいない他者などについての記述が  

特徴である．また，そのような佃者を意識しないで  

すむ状況が，物理的に一人でいる時であることをう  

かがわせた．  

5）その他   

以上の4つの象限に入れることができなかった記  

述もあった（32件）ので，ここで述べたい．   

まず，「不安がないとき」や「過去の自分の問題を  

乗り越えたとき」（8件），「お金に余裕があり，支出  

の心配をしないでよいとき」（9件）といったように，  

不安や恐怖心，心配事がないことをあげた一群が見  

られた．また，「障害者と接しているとき」といっ  

た記述からは身体的なハンディキャップのように自  

分の行動を制限するものがないこと（9件）も挙げら  

れた．   

次に，「テレビなどで自由を束縛された人をみた  

とき」といった，佃者と比較したときに自分の自由  

さを意識したという記述（3件）や，自由なときは  

「嬉しい気分」といった，自由な状況での感情につ  

いての記述もみられた（3件）．   
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予想された通り，外からの制約や拘束から解き放  

たれたときの自由を挙げた記述が多かった．第一象  

限のように，しなければならない課題といった外か  

らの制約によって行動していることは，今回の定義  

における「とらわれ」にはあたらない．なぜなら，  

自らがとらわれようとしているか否かに関わらず，  

明らかな制約があるからである．また，それは社会  

で生きていく上では逃れられないものであり，その  

こととWinnicottが言うところの「ひとりでいる」こ  

とは無関係であると考えられる．   

第二象限，第三象限はともに「ひとりでいる」状態  

を示す記述であると考えられる．いずれの群の記述  

にも，自分の言いたいことを言え，好きなことをし  

ているといったように，自分らしく振る舞えている  

青年がうかがえた．青年が他者に「とらわれ」ること  

なく，単独－alone－で存在しているという点が共通   

している．   

この2つの群の遠いは，個人のそばに物理的な他  

者が存在しているかどうかにあるが，どちらの記述  

も「とらわれ」る対象としての他者ではなかった．  

このことは，Winnicottが指摘している，「独房に入  

れられても→人でいられないということはある」  

し，「誰かといて，ひとりであることもある」と  

いったことを支持する結果と言えよう，物理的な他  

者が存在している場合でも，その他者が自分を受け  

とめ，認めてくれていると感じられた時，個人のそ  

ばに存在する他者とは，個人にとって「自我を支え  
る存在（Winnicott）」であり，補助自我というべきも  

のである．つまり，個人に安心感をもたらす，幼児  

にとっての母親と同様の存在となるのである．「気  

が置けない友人と一緒のとき」や「ありのままの自分  

が受け止めてもらえているとき」といったように他  

者と物理的には一緒にいながら，あるいは他者を意  
識しながら自由さを感じているといった記述も思い  

の外多く認められた．そのような他者といる時，青  

年は内的な自由を享受することができると考えられ  

る．   

しかし，第四象限の記述に見られるように，眼前  

に他者が存在していないにも関わらず，他者の  

「目」を自分の行動や判断の基準とし，他者からな  
かなか自由になりきれない青年像もうかがえた．こ  

の群の記述が「ひとりでいる」ことができない状態  

を示すと思われる．他者の基準に依拠して自分の行  
動を判断しており，ホーナイの追従型の説明にも通  

じるところがあるように思われる．「物理的にひと  

りでいる時」自由を感じるという記述が，「ひとり  

でいるptobealone－」ことができない群に分類さ  

れたのは興味深いと言えよう．   

さらに，現代は移動体通信機器の発達・普及によ  

り，いつでも，どこでも対人関係を持ち歩くことが  

できる．通信機器の電源が入っている以上，常に他  

者からの電話を受ける準備状態であり，常に他者を  

意識している状態である．電車の中で，喫茶店の中  

で，席につくなりすぐに電話に出られるようにする  

ためか，携帯電話を取り出す光景はよく見られる．  

かかってきた電話に出ることは当たり前のように  

なっているが，これは自分の自由に憶える時間を他  

者に侵害されることでもある．今回の自由記述にお  

いても，「ケイタイを持っていないとき」自由を感  

じるという回答がなされている．   

このような現代において，青年が「ひとりでいら  

れる能力」の確立することは困難になってきている  

のだろうか．しかし，このような時代だからこそ必  

要な能力と言えるのではないだろうか．今後，今回  

の知見をもとに，さらにこれらの点を明らかにして  

いきたい．  

おわりに  

本研究では，青年にとっての「ひとりでいるこ  

と」について，20答法形式の自由記述の分析を通し  

て検討を加えた．今回の自由記述の分析から，青年  

において「ひとりでいる－tObealone－」という状  

態とは，他者からの評価，他者の自分に対する期  

待，他者の意向といった，物理的あるいは心理的な  

他者の存在を個人が意識していない状態であり，そ  

のような状況で，自らの行動を自らの欲求や動機に  

基づいて行うことができることであると考えられ  

た．   

この結果から，青年が「ひとりである」というこ  

とを，最初に定義したように他者への「とらわれ」  

から解放された状態，すなわち，他者を意識するこ  

とがないこと，自らの行動を自らの欲求や動機に基  

づいて行うことができることといった観点から捉え  

ることができることが示唆されたと言えよう．今  

後，本研究での知見をもとに，青年における「ひと  

りでいられる能力」を測定する尺度の作成を考えた  

い．  
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